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博士論文審査： 
学生から提出された博士論文について、公開発表会が 2月 8日に行われ、審査委員と学生との間
で質疑応答が繰り返しなされた。主な質疑内容は、（１）サービス範囲及び品質に影響を与える要
因、（２）サービス品質を評価する際のクレームの定義、（３）ヒアリングやデータの入手先、そ
して、（４）宅配便サービスのカバー率の定義等についての質問がなされた。これらの質問に対し
て回答は適切になされており、論文内容について十分な知識を有していることが確認された。 
本研究は、中国宅配便におけるサービス範囲の拡大及び品質向上を目当てとして、これを実現す
るための改善対策について検討を行った研究である。このために宅配便の 2つの運営形態（直営方
式とフランチャイズ方式）について現状調査を実施し、両方式の比較からそれぞれの運営形態にお
けるサービス範囲と品質に関する利点と欠点を明らかにしている。詳細な実態調査は少ないことか
ら、事例研究としても有益な情報を提供しているといえる。例えば、フランチャイズ方式における
貨物の紛失や損傷が、労働条件に起因していることなどを現地調査から明らかにしている。 
また、両方式の比較から得られた知見をもとに、政府が掲げるサービス範囲及び品質の目標値を
実現するための運営形態を提案している。そして、この新たな運営形態を実現するために、既存の
直営方式とフランチャイズ方式の運営形態をどのように改善すればよいか、その対策についても検
討を行っている。さらに、本研究では宅配便事業者へのヒアリングからその対策の実行可能性につ
いて分析を行っており、関連する既存研究にはないユニークな内容となっている。これにより本研
究において提案されている改善対策は、既存の宅配便事業者の実情に即した提案となっており、有
益な示唆を与える対策といえる。 
以上のことから、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、当該研究分野
における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士（工学）の学位に値する
ことを審査委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
最終試験は公開発表会に引き続いて 2月 8日に行われた。まず、合同セミナーへの出席回数が 60
時間を超えていること、学位論文公表に関わる権利保全・権利侵害防止に関する講習を受講してい
ることを確認した。そして、第一著者として下記の公表済みの学術論文が2編あることを確認した。
また、講演発表は国際会議 1回と国内学会 1回の発表があることを確認した。 
 
(1) 謝英博・黒川久幸,"中国のフランチャイズ方式宅配便を対象とした現地調査に基づく問題点の
把握と原因分析に関する研究",日本物流学会誌,No.22;pp.173-180,2014 
(2) 謝英博・黒川久幸,"中国全土をカバーするための宅配便の運営形態に関する研究～直営方式と
フランチャイズ方式の比較から～",日本物流学会誌,No.23;pp.63-70,2015 
 
そして、審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容について最終確認のための質疑
応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会における質疑応答で
のディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。また、国際会議において英語によ
る 1回の発表があり、英語の学力については問題ないと判断した。 
 以上のことから、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
